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COVID-19 の影響により本校では対面授業の代わりにオンラインによる授業を実施したが，筆者が所属

する情報科では Zoom によるリモート授業，および Google Classroom を通して資料および課題の配信

を行なってきた．内容が座学中心となる一方で，実習授業の一環として，iPad を用いたピクトグラム制

作実習を実施した．本稿では，この実践の報告と iPad でできる学修成果の記録に向けた展開について検

討する． 
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1. はじめに 

COVID-19 の影響により，2020 年 4 月から例年通

りの対面授業の実施が見送られた学校は少なくない．

本校においても同様の措置が取られ，筆者が担当する

授業「社会と情報」では Zoom によるオンタイム授業

を基本とした．また，Google Classroom を通して資料

や課題の配信も同時に行ない，Google フォームを活

用した確認テストも実施した．教科書に準拠した知識

を身につける学習活動は，対面時と大差なく扱うこと

が可能であった．しかしながら，例年のように実習と

座学を合わせた学習活動が困難であった．各家庭に生

徒が利用可能な PC がないことが多く，各生徒が所持

している iPad でリモート授業に参加しているケース

が多数だったためである． 

そこで，全生徒が所持している iPad のみで完結で

きる実習形式の授業として，Keynote によるピクトグ

ラム制作課題を課すこととした．本実習では，図形等

の整列や縦横比の調整の能力と共に，伝えたい情報を

分かりやすく簡潔に伝えられる能力を図ることを目標

とした． 

そこで本稿では，この授業実践の報告と，実践の中

で生徒が得たスキルや経験の蓄積を iPad のみで可能

な e ポートフォリオを構築するための検討を行なって

いく． 

2. 授業の準備と実施 

本校では教科情報のうち「社会と情報」を必修科目

としている．本単元はその中の「情報表現」，ないし「情

報デザイン」に関わる実習と位置付けた． 

本単元のねらいとして，ピクトグラムの制作を通し

て他者に伝わりやすい情報表現の能力を図り，さらに

スライドアプリの編集を通して，情報デザインの編集

の能力を見ることとした． 

2.1 授業実践に使用する機器・サービス 

前述のように，生徒がリモート授業に参加する際に

使用可能な端末は iPad のみであるケースが多い．次

いで自身のスマートフォンを利用している生徒もいる

が，PC からの利用は筆者の担当するクラスにおいて

はわずかであった． 

そこで，本実習に使用する端末を iPad のみとする

こととした．本校では 2018 年度入学生より，生徒に

iPad を購入してもらうこととなり，2020 年度は全学

年の生徒が 1 台ずつ iPad 所持することとなった．ま
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た，G Suite for Education が 2018 年に一部導入，19

年度には全学年に導入された．一方で，PC の所持に関

しては学校からの指示はなく，家庭に PC がない場合

も想定された．または，リモートワークのために家庭

内の共用 PC を保護者等が使用していることも考慮し

た．以上の事から，実習に使用できる端末を生徒が所

持している iPad と設定した．ただし，PC を利用して

ピクトグラム制作を行なうことを禁止しなかった． 

次に，本実習課題の目標にメディア編集の能力を図

ることを含めていることから，ピクトグラム作成をス

ライドアプリによる実習とした．実際には，ピクトグ

ラムを作成するアプリとして Keynote，作成したピク

トグラムを提出するアプリを Google Slide とした．

Keynote は，図形の挿入後，図形の拡大縮小や図形の

移動時にガイドが表示されるため，レイアウトの統一

が容易である．Google Classroom に Keynote 形式の

データを添付すると，データのプレビューがされない，

あるいはプレビュー表示ではレイアウトが崩れてしま

うためである．そこで，Keynote で作成したのち，画

像ファイルとして出力し，Google Slide で作成したテ

ンプレートファイルに貼り付けて提出する形式を取っ

た．ピクトグラムの画像とともに掲示場所，伝達する

対象者，工夫点などを入力してもらうこととした． 

さらに，他の生徒が作成したピクトグラムを参照し，

相互評価を付ける活動を制作後に行なうこととした．

その中に，相互評価の活動を通して，自身が作成した

ピクトグラムに関して振り返りを促すねらいも含まれ

ている．相互評価を行なう際に，生徒が提出したデー

タを Google Drive の別フォルダへ複製し，参照可能リ

ンクを配信した．加えて，相互評価を行なうシートは

Google フォームで行なうこととした． 

2.2 授業当日の内容 

はじめに，座学による情報デザインに関する導入を

行なった．次に，本実習の課題の進め方に関して解説

を行なった．Keynote の使い方に関して，各生徒の習

熟度に開きがあることが想定されたため，基本的な操

作方法をあらかじめ動画でまとめ，生徒に視聴しても

らうこととした．その後，提出用の Google Slide のテ

ンプレートに関する解説と評価基準となるルーブリッ

クを解説した．評価基準には，ピクトグラムが表現す

る内容が適切に相手に伝わるか，デザインとして秀逸

かどうかの 2項目を定めた．その後の制作時間として，

3 コマを確保した． 

次週，制作したピクトグラムの相互評価を行なった．

その活動のため，相互評価を入力するためのGoogleフ

ォームと作品データのコピーを置いた Google Drive

フォルダの参照リンクを生徒に配信した．相互評価は

クラス内で 5 人ずつを評価してもらうこととした． 

3. 授業の結果 

今回の実習では，Keynote にある図形を組み合わせ

てピクトグラム制作を行なう課題としたが，生徒から

提出された制作物は非常に高度な出来と言える作品が

あった．その一方で，Keynote で制作させたことによ

る弊害として，プリセットされた素材 1 つのみでピク

トグラムとしているケースも見られた．なお，ルーブ

リックの S～D の基準をそれぞれ 5～1 としたとき，

教員評価は平均して 7.26 となった．また，生徒の相互

評価は教員評価よりも平均して高い値となった． 

一方で，評価を行なう際に本実習における課題もあ

った．それは，Keynote から Google Slide へ画像出力

したことにより，どのような図形を組み合わせて制作

したのかが不明である点も浮かび上がった．その結果，

図形を組み合わせた作品なのか，ネット上の作品をそ

のまま掲載したのか判断に時間を要する場合も見られ

た． 

4. まとめ 

本実習の「iPad のみで完結できるようにすること」

という観点は，自身の端末だけで学習活動が行えるこ

とから，COVID-19 などへの感染リスクを抑える一助

になるかもしれない．そして，iPad によるメディア制

作実習は，リモート授業を展開しなければならない状

況下において，スライドの図形を並べレイアウトを統

一するなどのスライド編集能力，そして図形のみで他

人に伝える手法の経験として十分な活動となったと思

われる． 

また，Keynote による制作とする場合は，一部の基

本的な図形のみ使用可能とすることで本来の学習のね

らいに近づけることができるかもしれない．その際は，
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評価時に構造を見るため，画像化しない方策を検討す

る必要がある．Keynote のデータをそのまま提出させ

ることやGoogle Slideの中で制作実習を行なわせるこ

とも含め，同様の課題を課す際には検討が必要である． 

さらに，相互評価の他生徒からのフィードバックが

できなかった点や，作品に対するフィードバックから

改善する機会を持てなかった点は授業実施としての課

題と言える． 

5. 今後の展開 

5.1 eポートフォリオシステム導入の検討 

本実習のような生徒に作品を制作し，評価するよう

な学習活動は情報科にとどまらず全教科へと広がりを

見せている．さらに，本校では「PASS」活動という社

会の課題解決などを目指した活動や部活動などの正課

外活動からも生徒の成果物が生まれる要素がある．(4)

これらの成果物は，生徒の経験や身につけたスキルの

証明（エビデンス）となりうるだろう． 

そこで，本実習のような成果物を蓄積し，必要に応

じて参照ができるよう，e ポートフォリオシステムが

必要であると考えている． 

現状，本校で利用可能なポートフォリオシステムと

して Classi がある．Classi では学習活動の記録を中心

に設計されているが，ショーケースポートフォリオと

しての機能は乏しい．一方で，現在 G Suite に含まれ

ている Google サイトによるショーケースポートフォ

リオ化に筆者は着目している．長所として，生徒にと

っては学習成果物の掲載が容易であること，レイアウ

トの自由度が高いこと，Google Classroom による日常

の学習記録と Google サイトによるショーケース化の

ように区別がしやすいことなどが挙げられる．まずは

選択科目における成果物をポートフォリオにする今後，

生徒には成果物を蓄積しポートフォリオにまとめる作

業の中で，情報編集や自身のスキル，経験について振

り返る機会となること，さらには進路選択や履修計画

の参考になることに期待したい． 

5.2 選択科目内の展開 

筆者が次年度受け持つ予定である選択科目に「マル

チメディアとプレゼンテーション演習」がある．この

科目ではメディア表現やプレゼンテーションのテクニ

ックについて扱うが，学習活動の中で生徒に作品を多

く制作させることを検討している．したがって，これ

らの制作物を e ポートフォリオにまとめる活動が取り

入れやすい性質を含んでいる． 

次年度は当該科目における学びを e ポートフォリオ

にまとめることから始めていきたい．その後さらに，

他の科目の成果物についてまとめることも視野に入れ

たい． 
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